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日本語LLMの構築と
ロボットへの応用

――LLMの動作原理をどうやっ
て解明するのですか。
黒橋 まずやらないといけない
のはトレーニングデータをオー
プンにすることです。ChatGPT
がどういうコーパスで学習して
いるのかはブラックボックスで、
使っているニューラルネットワー
クもある種、ブラックボックスの
ようなものです。ChatGPTに質
問して答えが返ってきても、そ
れが何に基づくものなのかわか
らない。わからないことだらけ
で、知らないうちに著作権が侵
害されているのではないかとい
う不安も高まっています。

国立情報学研究所 所長／教授
京都大学大学院情報学研究科 特定教授
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辻村 達哉 氏
聞き手
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大規模言語モデル（LLM:Large Language Models）に基づく
対話型人工知能（AI）技術「ChatGPT」が日本社会を激しく揺さぶり続ける。
揺さぶられっぱなしでは終わらないと、
国立情報学研究所（NII）は「LLM勉強会」を
今年、2023年5月に立ち上げ、大学や研究機関、企業から
300人超(2023年８月現在)の研究者・技術者が参加する
大型物理実験並みの研究態勢を整えた。
目指すのはLLMの動作原理の解明と日本語言語モデルの構築。
日本の強みであるロボット研究とのコラボレーションも視野に入れる。
人型ロボット研究に取り組む尾形 哲也 早稲田大学教授と
日本語のLLM研究をリードしてきた黒橋 禎夫 NII所長が夢を語り合った。

LLMと
ロボットが
奏でる未来

I N T E R V I E W

尾形 哲也
早稲田大学卒業後、京都大学大学院情報学研究科准教授等を経て、現職。
神経回路モデルとロボットシステムを用いた、認知ロボティクス研究、特
に予測学習、模倣学習、マルチモーダル統合、言語学習、コミュニケーショ
ンなどの研究に従事。2023年文部科学大臣表彰科学技術賞などを受賞。
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　そこで私たちは「こういうも
ので学習しました」とコーパス
をすべて公開し、入力に対する
出力をすべて分析できるような
環境を作ろうとしています。す
ると、ある質問に対してこうい
う文章が答えとして出てきたけ
れど、この質問に非常に近い文
章はコーパスにこれだけあると
か、むちゃくちゃな答えを出力
するハルシネーションがどのよ
うに起きているのか、といった
ことが少なくとも観察はできる
ようになる。
　その上で、このニューラル
ネットワークの中で何が起こっ
ているかを解明したい。それは
本当にチャレンジングな目標で
す。また、ChatGPTとは違って、

日本語に強いものを作りたい。
それをベースにいろいろな分野
で新しいことに挑戦できるよう
になる。その中で私が面白いと
思っているのは、ロボットへの
応用です。
尾形 ロボットの制御にディー
プラーニングを使うという研究
の歴史はそれほど長くありませ
ん。主要な国際会議のキーワー
ドになったのが 6 年ほど前で
す。どういうふうに使っていい
か、まだまだわからないところ
があるのですが、私は脳神経科
学のバックグラウンドがあるの
で、その視点からディープラー
ニングを見直して、ロボットを
安定して動かすことに使う研究
をしています。
　これまでは主に、人が教師と
なってロボットの手を動かして、
タオルを畳んだり、スクランブ
ルエッグを作ったり、といった
動作を学習させてきました。ロ
ボットは自ら動くことができる
ので、目の前の状況が学習した
時の状況から多少ずれていても、
動くことによって自分が知って
いる状況に近づけて、指示され
た動作を実行できるのです。こ
のような考え方は能動的推論な
どと呼ばれています。
　次の段階として、運動から言
葉をつくる、あるいは言葉から
運動をつくるといったことをさ
せたい。曖昧な言葉による指示
も理解してもらいたい。しかし、
運動には学習に必要な大規模
データベースがありません。例
えば「腕を伸ばす」という言葉
の表す動きには、コーヒーを取
りにいくとか、ボクシングでパ
ンチを出すとか、さまざまな場

合がある。そのため幅広く学習
する必要があるのですが、それ
に使える大規模データベースが
ない。
　この壁を乗り越えるのに
LLMを使えないかと考えてい
て、まずは LLMの中身を見て
みたい。それができる場として、
LLM勉強会に大いに期待して
います。究極的には LLMが学
習する段階にロボットが使えな
いか、とも考えています。

LLMとロボットの海外事情

黒橋 研究に当たっては日本だ
けでは限界があるので、計算資
源などの基盤が今後ある程度で
きあがったら、少なくともアジ
アや欧州と協力していこうと
思っています。小さなプロジェ
クトでは頭脳的にも予算的にも
GAFA などに太刀打ちできな
い。大きくすることで多くの人
に興味を持ってもらったり、企
業から寄付が来たりして持続的
な発展が見込めます。
　ところで、LLMとロボット
を結び付ける研究は海外ではど
うなっていますか。
尾形 GAFA で LLMをやって
いる人たちはロボットに絡んで
いないようです。ロボット屋も
そこに興味があるわけではない。
互いが学習済みのモデルをバラ
バラのモジュールとして扱って
います。私たちのように、「LLM
を作るとき」にロボットが要る
んじゃないかとか、ロボットの
何かを取り込んだら LLM が
もっと面白くなるんじゃないか
と考えている人がいるかどうか。
　ただ、ChatGPT を出した
OpenAI は 2021 年にロボット
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の情報を入れながら学習させて
いくことで探っていくというの
は、次の大きな展開になるかと
思います。

LLMで効率よく
ロボットが学習できないか

――人間理解の研究とロボット
研究とはかけ離れているような
印象を持っていました。
尾形 普通はかけ離れています。
産業用ロボットには必要ないで
しょう。しかし、人型ロボット
の研究者がそこに関心を持つの
は至って自然です。なぜ人間は
ちゃんと体を動かせるのか、よ
くわからないところがたくさん
ある。そこでまず、うまく動く
ロボットやシステムを実際に
作ってみて、そこから動く理由
を探ろうという構成論的アプ
ローチと呼ばれる研究方法があ
るのです。
　LLMには人間と違う部分が
もちろんいっぱいあるのでしょ
うが、かなり似ている部分も絶
対あるはずです。心理学の研究
者がChatGPT に「この人は何
を想像しているか」と尋ねたら
「こんなことを想像していると
思います」と正しく答えたなど
という話があります。かなり気

部門を解散しましたが、今年、
2023 年に入り、ロボット企業
へ の 投 資 を 始 め ま し た。
Google は RT-1 と い う プ ロ
ジェクトでロボットを 13 台、
1年半にわたって動かし続けて
データを集めています。関係す
る研究者は、生物の発達プロセ
スと同様に、ロボットを能動的
に動かすことが重要と考えてい
るようです。
　ロボットを通じて人間の認知
発達プロセスを理解しようとす
る「発達ロボティクス」という
分野があります。早稲田大では
50 年前に世界初の人型ロボッ
トが作られたのですが、当時の
モチベーションも、人間を理解
するための道具とすることでし
た。言語がどのように発達に関
わっているのか。LLMを使っ
て、そんな研究ができるかもし
れません。
　発達ロボティクスの研究は日
本と欧州が中心で、米国ではほ
とんどやっていないので、僕ら
にチャンスはあります。　
黒橋 まずは LLMを作らない
と何も始まらないのですが、人
間が身体性を持ちながら世界を
認識していくプロセスを、ロ
ボットのモーターの情報や視覚

持ち悪い存在であるとも言えま
すが、そういうことができるか
らには、何か私たちに近い仕組
みも入っているはずなんですね。
黒橋 目標としては、LLMを
使って、比較的少ない学習でロ
ボットが早く賢くなってくれな
いか、というのもありますね。
尾形 そうなってくれることが
理想です。私たちの研究の範囲
だと、言葉というかある種のラ
ベルと一緒に学習すると運動を
生成しやすくなることがわかっ
ています。
　例えば、タオルを畳むロボッ
トを学習させるとき、「今あな
たはタオルをつかんだよ」「畳
み始めたよ」といった入力を足
してやると、そのラベルが多少
いい加減でも、明らかに畳み方
の精度が上がるんです。
　また、何らかの物体を持たせ
る運動を普通に学習させると
「その運動にいかに近づけるか」
だけになってしまうのですが、
そこに言葉を入れてやると物体
の色に注意が向くようになった
りする。つまりロボットがやっ
たことに対して、それを説明す
るものが入ってくることによっ
て変化が生まれる。それがどの
段階から効いてくるのかにもす
ごく興味がある。
　人間の赤ちゃんの場合、ある
行動を学習しながらも言葉が常
に外からのバイアスになって、
その行動の獲得を助けていると
いう側面があるように思います。
ロボットも「身体」の成長、発
達の制約に合わせて一定の言語
が与えられることで、もう少し
楽に学習できるようにならない
か、などと考えています。
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あって、それをロボットがやる
のはつまらないという人もいる。
　海外でアンケートを取ると、
どの国でもロボットにやっても
らって大丈夫という仕事は「料
理、洗濯、掃除」なんだそうで
す。料理もメインのところを奪
われると面白くないでしょうが、
野菜を切るとか、ひたすら鍋を
回すといった作業はロボットで
いい。教育は微妙で、ロボット
だけでやることには抵抗が強い。
　このようにさまざまな意見が
あるので、アプリケーションの
見せ方も含めて、人が絡むとき
には非常に慎重にやらないとい
けない。
　ChatGPT との付き合い方も
典型だと思いますけど、生成
AI に必要以上に感情移入する
というのは明らかにまずい。私
たちはロボットが執事になれば
いいと言っています。言われた
ことを黙ってこつこつとこなす。
そこからスタートして、社会の
情勢が変わってくれば、関係も
変わる可能性がある。まずは人
間がどう受け止めるかを考えて
デザインすることが重要なので
はないかと思っています。
黒橋 言語モデルはそもそも人
間とコミュニケーションする技
術なので、注意しないといけな

　また逆にロボットの身体デー
タを学習したモデルを基盤にし
て言語を学習する、という方向
性にも興味があります。

ロボットの役割
任せるバランスが重要

黒橋 LLMの活用を巡っては、
信頼性やバイアスなど倫理面の
課題が議論されています。ロ
ボット研究は歴史が長く、早く
から「ロボット 3 原則」が提
唱され、倫理的な問題に十分注
意を払いながら研究を進めてい
るように見えますが、実際はど
うなのでしょう。
尾形 まだ結構難しい面も多い
です。例えば私が参加している
内閣府のムーンショット型研究
開発事業で、人文社会科学の先
生から「人型ロボットを白色だ
けにしないでください」と言わ
れました。ジェンダーだけでな
く人種にも配慮する必要がある
のです。
　介護にロボットを使うことに、
日本ではあまり抵抗はありませ
んが、ロボットに体の世話をし
てもらうことに抵抗を感じると
いう人もいます。配膳ロボット
も面白いと思うのですが、配膳
は会話などを含めたエンターテ
インメント性のあるサービスで

いですね。
尾形 ロボットの場合、人が必
ず横にいることで、ずいぶん違
うと思うんです。介護でも人が
メインであって、力が必要だっ
たり危険だったりするところを
ロボットがやってくれるのであ
れば問題は少ない。人との関わ
りという肝心な部分をすべてロ
ボットに任せるのはよくない。
そのバランスが大事ということ
でしょう。

「第５世代コンピュータ」という研
究プロジェクトが世界を驚かせた
のは40年余り前。その後の日本の
情報科学に熱気は感じられず、
ディープラーニング、生成AI技術
と舶来物の後追いだけかと思って
いたところ、今回、お二人の話を
聞き、久々に明るい気持ちになった。
LLM勉強会発足で高まったエネル
ギーを維持するには、常に次を見
据えて手を打つ必要がある。大型
科学である素粒子物理実験のコ
ミュニティは国境を超えて一丸と
なり、新たな手を打ち続ける。こ
のプロジェクトが情報科学の発展
の駆動力となるよう期待したい。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と
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1984 年東北大学理学部物理第 2学
科卒。本社（東京）科学部のほか大阪、
大津、釧路、札幌、秋田で勤務。書
いた記事の中で割と思い出深いのは
「高松クレーターの隕石クレーターリ
スト登録見送り」「外務省がインド人
物理学者にビザ発給せず」「STAP細
胞、再現も究明も不要」。著書に『日
本の知、どこへ』（共著、日本評論社
刊）など。

辻村 達哉
共同通信 編集委員兼論説委員

photo 今村 拓馬
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（NII広報チームまとめ）

ども、今ネット上にあるものはクロー
ルされ、使わせていただいているもの
もあると思うが、それも今後、新聞社
さんのデータとして何かを入れてみて、
本当にそれが丸写しのように出てくる
のか、咀嚼した文章で出てくるのか、
このモデルを使って実験していきたい。
ぜひご協力願いたい。
Q3：GPT言語モデルがある点で離
陸するように爆発的に性能が上がっ
たというのは、量的な性能向上が質
的な何かに変わったのか？ 

A 言語モデルの性能を測るいろい
ろなタイプのタスク（テキスト要

約、質問応答など）があるが、それぞ
れのタスクで、言語モデルのパラメー
タ数を10倍、100倍と増やしていくと、
どこかの地点で急激に性能が上がり、
1,750億パラメータまで行くと相当程
度のタスクで性能が上がるという現象
が確認されている。ある意味で量が質
に転化していると言える。
Q4：今後さらにモデルを大きくしてい
くと、意図しない創発のようなことが
起きるのか？

A 非常に難しい質問で、学習を増
やしていくと創発して、言語モデ

ルが意識を持ち、人間に危害を加え
るのではないか、という議論は常にあ
る。未来予測においてどのようなこと
も可能性がゼロとは言えないが、特に
意識が生まれるかどうかの議論は難し
い。ただし、言語モデルのプロンプト
として、人類に危害を与えなさいと言っ
たら、そのような回答をすることはあ
り得るので、言語モデル自身の意識は
なくても悪いことはできる。それは包
丁が美味しい料理も作り、人も傷つけ
られるという議論と同じで、健全に使
えるような社会の枠組みを考えていく
という話であり、そこにセーフティネッ

トを与えるために、AIの言語モデル
の使い方に関する議論もきちんと行
なっていくことが重要と考える。
Q5：LLM勉強会で今後、LLMを媒
介にした製造業など産業界とのコラボ
レーションは考えているか？

A それは全く否定するものではな
く、この活動は完全にオープン

なので、様々な産業界の方の参加も
徐 に々増えている。研究者も会社の方
も、ここでの議論はオープンにすると
いうことだけ了解してもらえれば、誰
でも参加できるということにした結果、
今ここまで発展できたので、当面この
考え方で進める。ただ、その先でいろ
いろな分野に特化していく場合、企業
との個別の相談となる可能性はある
が、ＬＬＭ勉強会のハブとしての情報
交換の機能は現状の形で維持したい。
Q6：言語モデルの学習が進むと情報
量が飽和し、人間が新たに作り出す
ものがない限り、新しい答えが生み出
せない限界はあるのか？

A あらゆる知識を与えたら、その
範囲は答えられるが、それ以上

のことが起こるかというと、ある種の
ひらめき的なものが急に出てくるとは
思いにくい。しかし、多くの場合、異
分野の専門家の連携によって解決策
が見出せることはある。例えば、医学
でこんなことで困っているが、工学で
このような技術があり、法律のこの問
題さえ解決すれば、こういう治療がで
きるのではないか、というような新し
い提案が、あらゆる分野の大量の知
識を持つ言語モデルには思いつける
可能性がある。アインシュタインのよ
うな創発は考えにくいとしても、言語
モデルで様 な々分野の知識を繋ぐこと
によるイノベーションは十分起こり得
ると考える。

Q1： GPT 非公開部分の解明のめど
は立っているのか、あるいは1,750億
パラメータという同規模までたどり着
かなければ明確にならないのか？

A 基本的には、作らないと解らな
いというところが大きい。現状

は元の学習コーパスが非公開となって
いるので、例えばそのモデルのハルシ
ネーション（事実や文脈に合わない内
容の出力）などは観察できても、内部
で何が起こっているかは、解らない。
そこで、学習コーパスをはっきりさせ、
入力に対して学習コーパスを検索しな
がらLLMの振る舞いを分析できる環
境を作る、それを第一歩として、その
後、数理モデル的な研究も進めていく
ことを予定している。
Q2：1,750 億パラメータの学習デー
タはどこから得るのか？その著作権は
どうなっているか？

A クロールプログラムが世界中の
Webサイトを巡回して集めた

データをCommon Crawl（コモン・
クロール）という非営利組織が蓄積し、
データセットを無料で提供している。
その中から日本語Webページを取り
出し、ある程度整備されたデータがあ
り、まずはそれらのデータで進める。
ただし、パラメータが大きくなってくる
と、元の学習コーパスも大きくしない
と過学習、データの精度が偏るため、
1,750億パラメータのモデルを作る頃
までに、コモン・クロール全体からフィ
ルタリングして整備し、学習することを
基本に考えている。最近の研究でも良
質なデータであるほど良いモデルにな
るという報告があり、著作権の問題も
デリケートだが、国内の様々なところ
と交渉して、このプロジェクトに使わ
せてもらえるデータをさらに増やして
いきたい。新聞社さんの記事データな

2023年7月28日（金）
国立情報学研究所で行われた記者懇談会において、
「生成系AIから見えること」の話題提供後、　
参加者様からの質問に黒橋NII所長が回答した質疑応答集（抜粋）です。

記者懇談会「生成系AIから見えること」質疑応答集
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動き始めたLLM勉強会

国立情報学研究所（NII）は国内大学や企業の自然言語処理研究者が集うLLM勉強会を発足させた。
「競争より共創」の旗印を掲げ、「オープンソースで日本語に強い大規模言語モデル」を構築、

関連した研究開発を進めるとともに研究者間のネットワーク作りと「AIネイティブ時代」の新たな人材育成を狙う。
勉強会の主要メンバーであるNIIの相澤 彰子教授（副所長）、金澤 輝一准教授、菅原 朔助教の3人に

勉強会設立の背景や狙い、波及効果などを語ってもらった。

計算基盤と言語モデル構築基盤を整備し、
研究環境の土壌を作ることが重要

国立情報学研究所
コンテンツ科学研究系 助教

菅原 朔
SUGAWARA, Saku

国立情報学研究所 副所長
コンテンツ科学研究系 教授

相澤 彰子
AIZAWA, Akiko

国立情報学研究所
コンテンツ科学研究系 准教授

金澤 輝一
KANAZAWA, Teruhito

滝 順一 氏
聞き手

日本経済新聞
編集委員

TAKI,  Junichi

（LLM）を作り、その原理解明や
活用の研究を促進することが目的
です。5月に第 1回を開き、7月
に第3回を開きました。2023 年
８月の時点で300人を超える方
が参加登録しています。

――まずはじめに、LLM勉強会
の狙いなどについてうかがいます。
菅原　NIIの黒橋所長が呼びか
け、日本国内の自然言語処理研
究者が勉強会に集まっています。
日本語に強い大規模言語モデル

―― 勉強会ではワーキンググ
ループを設けているそうですね。
菅原　4つあります。大規模言
語モデルの学習・訓練に必要な
データをそろえるグループ。モデ
ルを構築して訓練するグループ。
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すると思います。
　大規模言語モデルはファウン
デーションモデルとも呼ばれるよ
うに、あらゆる場面で使える点が
大きな特徴です。画像処理やロ
ボット、医学・バイオ、材料など
計算機を使う科学のコミュニティ
や、さらに将来はありとあらゆる
研究コミュニティが関わって、大き
な活動になっていくのだと思いま
す。例えば社会科学です。言語を
介して社会というものを解析して
いくのも重要な研究分野です。人
間の言語とは何かというサイエン
ティフィックな問いに答えていくの
も勉強会のミッションになると思
います。日本語に強いモデルであ
るという観点から言えば、言語モ
デルは社会の規範やルール、社
会におけるさまざまな人間の活動
を捉えている側面があり、私たち
の社会を観察していく観測・分析
ツールにもなることも考えられます。

LLMで情報検索も高度化

金澤　私は、NII が提供する学
術 情 報 検 索 基 盤 の CiNii 
Research（サイニィリサーチ）
の開発チームで、自分の研究成
果を応用した改良を進めていま
す。LLM 勉強会に
は CiNii Research
への大規模言語モデ
ルの適用を想定した
研究開発と実用化を
念頭に置いて参加し
ています。研究分野
ごとはもちろん、ドメ
インに特化しない形
でドメイン横断的に
いかに学術情報コン
テンツに容易にアク
セスできるようにす

モデルを特別な目的にチューニン
グしたり評価したりするグループ。
そしてモデルを作るのに必要な
大規模な計算機インフラを整える
グループがあります。
相澤　国立大学の情報基盤セン
ターやNIIなどの複数の学術組
織が共同で運用しているmdxと
いう大規模な計算機基盤（デー
タ活用社会創成プラットフォー
ム）があります。その基盤を使い
大規模言語モデルを構築するプ
ロジェクトがスタートしました。
大規模言語モデルと言われてい
るものの中では規模は小さいで
すが、（パラメータ数で数えて）
130 億のモデルを2023年中に
はリリースする予定です。勉強会
では1,750億規模のモデルを目
標に置いています。
　モデルを作るだけではなく、い
ろいろなドメイン（分野）に使え
るようモデルをどう適応させるか、
どういう活用ができるか、自然言
語処理の研究に使うのか、社会
課題解決に役立てるのか、（モデ
ルを作った）後のフェーズではそ
うしたさまざまな活動がスタート

るか。そこに大規模言語モデル
を役立てていきたい。
　かつては情報検索といえば、
情報に緻密にメタデータを付けて
おき、利用者は検索式を適切に
書いて検索すれば絞り込みがき
ちんとできるというシステムで、
使いこなすのはなかなか容易で
はありませんでした。CiNii 
Researchではキーワードを入力
すれば、候補が出てきて、さらに
絞り込むにはどうするのかという
選択肢も与えてくれます。複雑な
クエリ（処理要求）を人間が考
えなくても絞り込みをうまくやれ
るようになりました。ただシンプ
ルなユーザインターフェースで対
応しようとすると、逆に要求を適
切に表現できないこともあります。
　大規模言語モデルに複雑な検
索式を書かせれば、自然言語の
入力文で適切な指示ができると
考えています。こういうことがし
たいとの要望をプログラムコード
に落とすのは大変ですが、大規
模言語モデルを利用して短時間
で質の高いコードを書けるように
なりました。プログラムの世界で
は、プログラミングの知識を持た
なくても動作を指示できる「ノー

相澤 彰子

金澤 輝⼀ 
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有、コードもプログラ
ムも共有しながら作る
のであれば、学生やポ
スドクも含めて関わる
ことができます。それ
が大きなメリットの一
つです。
　私個人としてはモデ
ルの評価に関心があり
ます。最近のモデルで
もちゃんと文章が読め
ているのか怪しいとこ
ろがあります。答えの
根拠まで説明させよう
とするとちゃんと説明
できないかもしれないという課題
があるとみています。
相澤　大規模言語モデルをアカ
デミアで開発するということと、日
本語に焦点を当てて作ることの２
つの側面があると思います。Chat  
GPTを契機に言語モデルの大規
模化が一気に進みました。急速な
変化の中で、自然言語処理、ある
いは人工知能と言ってもいいかも
しれませんが、急にビッグサイエ
ンスになったと思います。予算の
桁は違いますが、分野の研究者
の力を結集しなければ進んでいけ
ないという点で、素粒子物理学で
大型加速器が必要なのと同様の
ビッグサイエンスの土俵の上に、
私たちがいきなり乗った感じです。
　黒橋所長が音頭を取って登壇
もされた2023年３月の自然言語
処理学会年次大会の緊急パネル
を契機として、力を合わせようと
いう機運が高まったと思います。
シニアの研究者は５年後のことを
考え、後輩の研究者のためにやら
なくてはいけない、と、気持ちが
一つになったという思いがありま
した。LLM勉強会はオープンな

コード・ローコード」が提唱され
ていて、大規模言語モデルで複
雑な動作にも対応することが期
待されています。検索でも「ノー
サーチ・ローサーチ」みたいに、
こういうことを知りたいと尋ねる
だけでほしい情報にアクセスでき
るようにしたいと考えています。
　また研究活動の促進・支援に
向けた研究力分析・強化の技術
開発も個人の研究テーマの一つ
です。そこで異分野融合研究の
ための研究者のマッチングシステ
ムを考えていますが、異分野の
研究者が研究テーマを相互にわ
かるように説明するのは難しく時
間がかかります。大規模言語モ
デルの応用でより短時間で互い
をわかり合えるシステムができる
のではないかと研究しています。
相澤先生が言及されたように、
情報学、医学、社会科学などあ
らゆる分野の研究者の共同研究
を促すようにできればと思います。

後進のための
研究環境の土壌作り

菅原　若手研究者の立場からコ
メントします。大規模言語モデル
は米国の大企業が主導しており、
研究のためにオープンに提供さ
れ利用可能なモデルを再現する
だけでとてもお金がかかります。
オープンソースで無償で使えるも
ので最も規模が大きなものを動
かそうとするだけで1,000万円く
らいのサーバが手元にないとで
きません。若い研究者や学生に
とって大きな障壁です。
　また日本の個々の研究室が必
ずしもたくさんお金を持っている
わけではありません。みんなが集
まって計算機基盤もデータも共

モデルを作り大勢に使ってもらお
うという狙いがある一方で、シニ
ア研究者としては、後進のために
大きなサイエンスの場を作るとい
う意識があります。
　一方、私はデータ中心のサイ
エンスの時代において、受け身の
ままでは日本のアイデンティティ
を守ることが難しいという問題提
起を数年前からしてきました。日
本にある情報にしっかり投資して
いくことが重要だと思える一方で、
そういうことは研究業績にはなり
ません。論文を書きインパクトファ
クターの高いジャーナルに投稿す
るのを競う風潮の下で、日本の
情報に焦点を当てるモチベーショ
ンが見当たりません。日本のアイ
デンティティとしての言語や情報
を蓄積する活動に、ここでしっか
り取り組むことが重要だとする点
でも多くの研究者の思いが一致
したと思います。
――大規模言語モデルの科学研
究へのインパクトをどうご覧に
なりますか。
金澤　学術情報へのアクセスが
容易になる、コストが下がると

菅原 朔 



NII Today No.100　[特集]生成AIに挑む10

オテクノロジーの研究者にどんな
使い方をするかを尋ねたところ、
遺伝情報のデータベース検索で、
私のような自然言語処理の研究
者が思いもよらない高度な使い
方を想定されていました。

LLM研究は、脳と言語の
研究につながるのか

―― 大規模言語モデルがどう
やって流暢な文章を生成するの
か、そのメカニズムの研究は、
人間の言語の研究や、脳がどう
言語を扱っているのかという問
いへの答えにつながるのでしょ
うか。
菅原　言語モデルを観察してわ
かることが必ず人間の脳に当て
はまるかというと難しいことが多
いと思います。ただこういう条件
の下でつくったら人間らしく振る
舞ったとか、こうした条件では振
る舞わなかったということはわか
ります。ですから人間と同等に振
る舞う条件を絞り込んでいったり、

いったことは、研究ドメインによ
らず大きな意味があると考えてい
ます。どのような分野でどんな役
立て方があるのか、具体例を示
すことはできませんが、LLM勉
強会で作るモデルがさまざまな
領域で使用され、その評価がい
ずれ出てくるはずです。情報検索
やアクセス技術の研究者として、
心待ちにしています。
菅原　 AI 分野では近年、力のあ
る研究者が大勢集まってチームで
研究し論文を書くのが当たり前で
す。研究者の横のつながりを強め
るのは世界にインパクトのある成
果を出す上で大事なことです。ア
カデミアが牽引してチームを形成
するのが望ましく、LLM勉強会
はそのハブになる役割として意味
が大きいと思います。
相澤　大規模言語モデルが科学
にもたらす影響は非常に大きいと
考えます。本当にクリティカルな
影響があり、あらゆるところで研
究を加速しうると思います。バイ

photo 小山 幸佑

　新聞記事は多くの記者の仕事の
蓄積であり新聞社の資産である。
日本新聞協会は報道コンテンツが
無断・無秩序に利用されることに懸
念を表明している。一方で新聞記
事は公益性を有し適切な権利保護
の下で利用を促す道も模索される
のが望ましいと個人的には考える。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と

早稲田大学政治経済学部卒業後、日
本経済新聞社に入社。1980年代半ば
から科学技術の研究開発現場と科学
技術政策の立案プロセスを取材し、現
在は科学技術や環境分野を担当して
いる。著書に『エコうまに乗れ！』。

滝 順一
日本経済新聞 編集委員

こういう情報を学習させたらこう
いうことがわかったりと、作り方
の工夫をしていくうちに人間の脳
にも類推的に言えることがもしか
したらあるかもしれません。
　まだ誰も明確な答えが出せる
ものではありませんが、言語学や
認知科学、神経科学などの研究
者とコミュニケーションがより活
発になることがひとまず一番大事
かなと思っています。
相澤　私はつながると思っていま
す。仕組みはまったく違うはずで
すが、脳研究の分野で脳波のデ
コーディングに言語モデルを利用
した結果、解釈がうまくいったり
するという話を耳にします。モデ
ルは言語を理解する脳の働きの
何らかの特徴をうまく捉えている
のだと推測します。これも勉強会
の今後のテーマになりえます。

LLM勉強会
llm-jp.nii.ac.jp

●オープンソースかつ日本語に強い大規模モデルの構築
●研究者間の定期的な情報交換・
　組織横断的な研究者間の連携の促進
●成果物、議論の過程、失敗を含めすべてオープン

■技術課題：学習原理の数理的解明、効率性
■社会課題：説明性・解釈性、公平性、安全性、信頼性
■多分野展開：医療・法律・教育等への展開、
　マルチモーダル情報・ロボット制御などとの結合

●日本で、少なくとも1,750億モデルを構築し、原理解明に
取り組む。2023年中に130億モデルを構築。

LLM勉強会趣旨目的

LLMに関する課題

今後の方針 (2023年8月現在）



11NII Today No.100

社会問題になりつつあります。
　センターは、こうした不正な目
的で生成されたフェイクメディアを
検知し、メディアの信頼性を担保
するための国際的な研究拠点です。
――発足経緯を教えてください。
越 前　国の大型研究資金である
戦略的 創造 研 究 推 進 事業
（CREST）を獲得し2021年7月に
発足しました。まず山岸教授が
日仏の共同提案で、音声合成や
声質変換などのテーマで研究を
始め、続いて私がフェイクメディ
アへの対処手段というテーマで
合流しました。お互い分野が隣
接しているので、連携することで

――シンセティックメディア国際研
究センターの研究目標は何ですか。
越前　人間の顔や音声などをAI
が学習し、本物と見まがうような
合成画像や合成音声などの「シ
ンセティックメディア」を生成す
ることが可能になっています。
バーチャルのアバターを作ってコ
ミュニケーションしたり、動画や
音楽を作成してエンターテインメ
ントとして楽しんだり、いろいろ
な用途が生まれています。一方
で負の側面として、詐欺や世論
操作に悪用されたり、愉快犯が
偽の映像や音声を拡散させたり
する恐れも高まっており、大きな

相乗効果が生まれ、多様な共同
研究ができます。
山岸　CRESTのプロジェクトが
始まる前からも、実は一緒に共
同で研究する機会が多々ありまし
た。センターのメンバーである馬
場口登・大阪大学特任教授を含
め、ディープフェイク関連で先駆
けとなるような研究もしていたの
で、元 こ々ういう方向性で進んで
いたということです。例えば、生
成された音声ではなく、生身の
人間の声かどうかを判定するライ
ブネス検知の技術も、2014年の
時点で発表していました。
　こうした分野は、今の言葉で

フェイクメディアを自動判定
「シンセティックビジョン」
自然言語（文章）の生成AIに加え、画像や動画、音声の生成AIも急速な進歩を遂げている。
本物と区別できない精巧な顔写真や声を作り出すことが容易になり、
フェイクニュースや詐欺などに悪用される懸念も増している。
こうしたディープフェイクに備えるシンセティックメディア国際研究センターの活動と、
開発されたAI生成フェイク顔映像を自動判定する「シンセティックビジョン」について、
センターを率いる越前 功 教授と山岸 順⼀ 教授に聞いた。

国立情報学研究所 情報社会相関研究系 教授
シンセティックメディア国際研究センター センター長

越前 功
ECHIZEN, Isao

国立情報学研究所コンテンツ科学研究系 教授
シンセティックメディア国際研究センター 副センター長

山岸 順一
YAMAGISHI, Junichi

山田 哲朗 氏
聞き手

読売新聞 論説委員
YAMADA,Tetsuro

シンセティックメディア国際研究センター

Interview
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フェイクの問題が出てきたのが
2017年頃ですね。本物と見まが
うようなものが出てきました。

真贋判定箇所を可視化

――センターが開発したフェイク
顔映像の自動判定プログラム「シ
ンセティックビジョン」が注目され
ています。
山岸　AI技術の恩恵を広く受け
られるようになったことはもちろ
んいいことなのですが、その一方
で、モラルを欠く人が、顔を置き
換えたフェイク動画などを手軽に
作れる状況になってきたわけです。
アプリを使って、一般の人でも
ディープフェイク映像を作れてし
まいます。例えば、生成された架
空の人物を「お客様の声」とし
て登場させ商品宣伝に使ったり、
他の人の顔を有名人の顔に置き
換えてSNS上にアップロードし
たりすることが可能です。
　こうした問題に対処するために
作ったのがシンセティックビジョ
ンで、私たちが培ってきたリアル
とフェイクを判別する技術を、実
社会で使えるようにしたシステム
です。様々な生成手法に対応して
おり、ぱっと見たところ人間には
本物なのか偽物なのか分からな
いものでも、きちんと見抜くこと
ができます。
――どのような仕組みで判定して
いるのですか。
山岸　基本的には、ニューラル
ネットワークが、リアル・フェイク
の判定をするために参考になる
箇所を探し出しています。結果だ
け見ていると、中で何が起こって
いるかがわからないブラックボッ
クス的な技術ではあるのですが、
うまく工夫をすると、AIがどこを

言えば「生成AI」や「情報セキュ
リティ」になりますが、当時はま
だ「デジタルクローン」とか「メディ
アクローン」と呼ばれていました。
コンセプトとしては同じで、AI技
術で作られた、あたかも本物の
ように見える画像や映像、音声、
文章などについて、社会的問題
や生体認証、セキュリティシステ
ム上の問題点を洗い出し、事前
に対処しようというものです。
――例えば自動翻訳はある段階
から急速に改善され、一般人の語
学力を上回るようになりました。
画像や音声の場合はどうでしょう。
山岸　まず 2013 年にディープ
ラーニングの技術が音声の情報
処理の分野にも入ってきて、音声
認識の精度が劇的に良くなりまし
た。しかも、人間の認識能力と同
じレベルにあっという間に到達し
てしまったのです。音声合成もや
はり2013 年以降、劇的な進化
が起きて、2018年頃には、今あ
るアプリの原型となるような技術
は既にできあがっていました。た
だ、計算時間がかかるなど、商品
として利用する際のコストの問題
が残っていて、普及に時間がか
かっていたということです。現在は
コンピュータの能力が上がり、コ
ストの問題も解決できたため、幅
広く利用されるようになりました。
音声の生成についても同様で、
誰かにそっくりな声をコンピュー
タに模倣させることも本当に容易
になり、誰でも利用できるように
なってきました。画像生成でも有
名なStable Diffusion（ステー
ブルディフュージョン）などが登
場しています。
越前　画像系では、顔を他の人
の顔に置き換えるなどのディープ

見て最終的に真贋を判定したの
か、可視化できます。もちろん個々
のフェイク画像や使用された生成
アルゴリズムによって、着目点は
変わります。そのため、一概に「こ
こがおかしい」とか「ここは変だ」
とか、そういうふうには人間の目
には見えないのですが、「ニュー
ラルネットワークはここを参照し
た」という部分を示すわけです。
　ある顔の画像を例（図1）にと
ると、AIは目のあたりとか、口
のあたりに反応していますね。最
終的に予測に役立ったのは、鼻
のあたりでしょうか。別の顔の画
像では、あごといった具合です。
もっとも、これも、この画像の、
この加工の方法に限った話であ
り、いつもそう言えるわけではあ
りません。いずれにせよ、ニュー
ラルネットワークが見ているとこ
ろが必ずしも人間にとっても役に
立つポイントではないので、いつ
も説明には困ります。これは、残
念ながらディープラーニングすべ
てに共通する性質です。

フェイク検知こそミッション

――シンセティックビジョンは、
ずいぶん早く社会実装が実現し
ましたね。
越前　フェイクメディアについて
心配している企業、またはそこに
ビジネスチャンスを感じている企

図1：AIが着目した部分を可視化
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です。研究者が核となる推論の
部分にだけ注力し、「あとの周辺
の部分は全部作ってください」と
人に渡してもうまく進みません。
私たちは2018 年に世界で最初
に顔映像を対象とした真贋判定
のモデルを発表しました。そうし
た先見性もあり、早くから必要性
を感じていたわけです。「自分た
ちで、一気通貫で作った方が早
いだろう」という判断でこれまで
動いてきました。
――企業からの引き合いは多い
ですか。
越前　すでに、デジタル広告大
手の株式会社サイバーエージェン
ト様で採用され、実際に使用され
ているほか、問い合わせもかなり
寄せられています。2021年 9月
に発表して以来、照会が一番多
いのは、よくある著名人のディー
プフェイク検知ではなく、eKYC
と呼ばれるオンラインの本人確認
におけるディープフェイク検知で
した。オンライン認証で不正な申
請を検知したいというニーズが多
いのでしょう。
山岸　こうしたサービスは、まだ
いろいろな企業が提供するという
状況になく、私たちは現在、パー
トナー企業を探しており、そのパー
トナー企業を通じて多くの人に
使ってもらいたいと考えています。

業は結構多いのですが、企業が
すぐ開発できるものではありませ
ん。まず、どのディープラーニン
グ技術にも共通することですが、
学習のため大量の映像データが
必要で、大量のフェイクデータも
必要になります。次に、巨大な
ニューラルネットワークが必要に
なります。最後に、その巨大ニュー
ラルネットワークを効率よく学習
させることができるGPU（画像
処理半導体）サーバが必要で、
かなり参入障壁が高いのです。
それが、まだ日本では私たち以
外にこういう真贋判定サービスを
提供している企業が極めて少な
い理由でもあると思います。
　私たちは、企業がビジネス用
途ですぐ使えるよう、必要になる
だろうすべてのモジュールをデザ
インしました。ユーザ登録用のモ
ジュールとか、動画を受け付ける
モジュール、真贋判定した結果
を可視化するモジュールなど、す
べてのプロセスに必要な構成要
素を作ったわけです。ここまでし
ないと、私たちがコアとなる技術
を開発しても、結局、それを使っ
てはもらえません。
――研究者がサービス提供の段
階にまで関わるのは珍しいかと。
越前　背景にあるのは、やはり
生成AIの分野の動きが速いこと

――NIIを中心にオールジャパン
で開発する意義は何ですか。
越前　ChatGPTが注目を集め、
今、「国産の大規模言語モデル
（LLM）も必要だ」という声が高
まっています。ポイントは国産と
いうところで、要するに海外のも
のがデファクトスタンダードに
なってしまうと、その技術は海外
にコントロールされてしまうわけ
です。相手の一方的な都合で
「サービスの提供をやめます」「機
能を絞ります」ということが決まっ
てしまうわけです。
　同様に、フェイク検知について
独自の国産モデルを開発し、偽
情報対策を強化することは、国
全体にとって非常にメリットが大
きいと考えます。まだ細 と々では
ありますが、これが我々のミッショ
ンと思って研究開発を継続してい
きたいと思います。

photo 小山 幸佑

管理者用API

投稿動画

ユーザアカウント、
トークンの生成・管理

イベントに紐づいた
投稿動画に推論（真贋判定）を実施し、

真贋判定済み動画を生成

投稿動画、
真贋判定済み動画の保持

真贋判定対象の動画投稿、
真贋判定済み動画・
真贋判定値の取得

リレーショナルデータベース

イベント コンシューマ
推論

動画保管場所

ユーザ用API
真贋判定結果の取得 動画の投稿 真贋判定済み

動画の取得

真偽判定済み動画

動画ファイル 動画ファイル

ユーザの作成

ユーザテーブル

ユーザ 真贋判定結果

真贋判定結果テーブル

動画イベントの検出

キューテーブル

ユーザ情報、トークン、
真贋判定値、

真贋処理イベント等を管理

【シンセティックビジョン概念図】

　生成AIは、悪用されれば民主主
義や選挙制度を揺るがす。ディー
プフェイクの脅威から社会を守る
技術基盤は、自前で開発し維持す
ることが必須だ。安全保障や民主
制の堅持など戦略的な観点から、
国が継続して研究開発を推進して
もらいたい。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と

1990年、東京大学卒業、読売新聞入
社。2006年、マサチューセッツ工科
大学（MIT）ナイト科学ジャーナリズム・
フェロー。経済部、科学部、ワシント
ン支局を経て2018年に科学部長。
2019年から論説委員（科学技術担当）。

山田 哲朗
読売新聞 論説委員

図1：AIが着目した部分を可視化
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距離で撮影したピースサインを
している人物の写真を画像処理
し、指紋のパターンを読み取る
のに成功した。個人個人で異な
る指紋は、生体認証として使わ
れることもあるが、原理的には、
こうした生体認証を突破できてし
まう可能性があることを示した。
　越前教授は「残留した指紋を
採取するのではなく、遠隔で指
紋を窃取するという脅威を検討
したかったわけです。誰も考えて
いなかったことで、ちょっとキワ
モノと言えますが、私はそういう
ものに強く興味をひかれます」と
話す。
　その豊かな発想が発揮された
もう一つの興味深い例が、プラ
イバシーを守る眼鏡だろう。例え
ば、他人が投稿した写真にたま
たま写り込んでいた自分の顔写
真を、誰かがネット上の情報と突
き合わせ、個人を特定することは
可能だ。こうした、知らないうち
に起きうるプライバシー侵害から
身を守る方法を探ろうと、2012
年、近赤外線光源を取り付け、

「セキュリティの異能」の
豊かな発想

　インターネット上には膨大な情
報が存在している。ソーシャル
ネットワーク（SNS）にも日々、
無数の写真や動画が公開されて
いる。こうした情報を駆使するこ
とで、従来は想像もつかなかっ
たような使い道が出てくる。
　警視庁は2019年、女性アイ
ドルにストーカー行為を働いた男
を逮捕した。男はまず、女性が
投稿した写真の瞳に映っていた
景色と、googleの「ストリート
ビュー」を比べて女性が住む駅
を絞り込み、駅からは女性を尾
行して自宅を突き止めたという。
画像が高精細になり、目の部分
を拡大して映り込んだものが判
別できるようになったことで、新
たな画像の悪用方法が生まれた
わけだ。
　越前教授もかねて、画像の品
質が高まれば、そこから取り出せ
る情報も増えることに注目してい
た。2018年には、3メートルの

顔の自動検出を防ぐ眼鏡を開発
した。眼鏡は改良を重ね、現在
はレンズ面の反射により顔の検
出を防ぐ眼鏡「プライバシーバ
イザー」として、福井県鯖江市
のメーカーから発売されている。
　越前教授は「情報セキュリティ
の分野では、まだ登場していな
い、新たな脅威を考えられる力
も重要だと思います。突飛なこと
を考えるので、『セキュリティの
異能』などと呼ばれることもあり
ますが」と笑う。

フェイク顔画像に備える
「サイバーワクチン」

　こうした先駆的な研究の集大
成となるのが、シンセティックメ
ディア国際研究センターが日本
で初めて開発したフェイク顔映
像の自動判定プログラム「シンセ
ティックビジョン」だろう。顔の
映像を分析にかけると、偽造さ
れていない自然な顔には緑色の
枠が、フェイクの顔の場合には
赤い枠が出て、ひと目で真偽が
分かる仕組みになっている。

インフォデミックの克服
「サイバーワクチン」　

「シンセティックメディア国際研究センター」を率いる越前教授は、
センター設立以前から、フェイクメディア研究の新分野を積極的に
切り拓いてきた。時には柔軟な発想で攻める側の手法を考えることが、
守りを固めることにも役立っている。

国立情報学研究所
情報社会相関研究系 教授
シンセティックメディア国際研究センター
センター長

ECHIZEN, Isao
越前 功

取材・文　

山田 哲朗氏
読売新聞 論説委員
YAMADA,Tetsuro
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　今は真贋判定からさらに進ん
で、フェイク画像に対する「サイ
バーワクチン」を開発中だという。
例えば人物の映像を公開する前
に、顔の特徴に関する情報を、
顔の外側の部分に埋め込んでお
く。これで、この映像はいわば「ワ
クチンが打ってある状態」になる。
ワクチンを打っていない通常のも
のと比べ、見た目に大きな変化
はないが、顔を別人の顔に置き
換えるディープフェイク攻撃を受
けても、復元モデルを用いること
で、ワクチンの効果が発動し、周
辺に埋め込まれた本物の顔の情
報を基に、オリジナルの顔に復
元してしまうという驚くべき仕掛
けだ。
　また、ネット上の人物の写真
が知らないうちに自動収集される
のを防ぐ、別のタイプのワクチン
も開発中だ。「パーソンセグメン
テーション」という人物の切り出
し機能を不能にしてしまう目に見
えないノイズを画像内の人物に
埋め込むことで、画像内の人物

の切り出しができなくなる。「鯖
江のプライバシー保護眼鏡は自
分の顔を守るリアルな商品です
が、これはそのバーチャル版」（越
前教授）と言える。
　ロシアによるウクライナ侵略を
巡っては、ウクライナのゼレンス
キー大統領が、自軍に投降を呼
びかける演説をするフェイク映
像が作られた。有名人の顔を勝
手にポルノ映像に入れ込むなど
の被害も昔から後を絶たない。
顔は人間にとって特別な意味を
持つ情報であり、政治的プロパ
ガンダや世論操作、誹謗中傷な
どに悪用されれば大きな影響が
ある。ワクチンはまだ研究が始
まったばかりの技術だが、パン
デミック（感染症の世界的流行）
ならぬインフォデミック（偽情報
の世界的氾濫）を防ぐため、開
発に期待がかかる。

未知の攻撃方法をも予測し
対策を打つ

　抑止の基本は、先んじて敵の

攻撃を制することにある。プラ
イバシー保護眼鏡をはじめ、こ
れから現れる脅威に一歩、先行
しようという姿勢は一貫してい
る。「将来、真贋判定が求められ
る時代が到来する」（越前教授）
という確信が、研究意欲を支え
てきた。
　素人にとっては未知の攻撃手
法を想像するのは難しいが、越
前教授のアイデアはまだまだ尽
きないようだ。ビルの管理者は、
マスターキーを持っていれば、
すべてのドアを開けられる。泥
棒がマスターキーを手にしたら
大変で、越前教授も「これはま
さに攻撃側の技術」と言うのが、
「マスター顔」の技術だ。多数の
顔の特徴に一致するような共通
の特徴を持っている人工顔を作
れば、これは「マスターキー」
ならぬ「マスター顔」となり、
顔の認証システムを通過してし
まう。現時点ではマスター顔に
よる攻撃は報告されていないが、
将来、こうした脅威が現実のも
のとなった際には、この研究が
きっと役に立つことだろう。
　現代では、ライバル企業や敵
国のコンピュータに侵入して情
報を盗みとるスパイ行為や、相
手のインフラなどを麻痺させる
サイバー攻撃が活発に行われて
いる。ここでは、攻撃手法を熟
知することが、自分の防衛網に
残る穴をふさぐことにつながる。
良い使い方と悪い使い方は、同
じ技術に基づく表裏一体のもの
と言える。未知の攻撃手法を探
し、対策を用意する越前教授は、
ディープフェイクを駆使する攻
撃者たちにとって、最も敵に回
したくない人物だろう。

【上段】ワクチンを打っていない顔画像（左）は、ディープフェイク攻撃を受け顔を置き換え
られた場合（中）、復元モデルを用いてもオリジナルの顔に戻せない（右）
【下段】ワクチンを打った顔画像（左）は、顔を置き換えられても（中）、復元モデルを用い
てオリジナルの顔に復元できる（右）

photo 小山 幸佑

【サイバーワクチン接種比較】
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プルをアップロードすると、数分
後にはその声を再現できるとい
うボイスクローン技術の背後に
は、話者ベクトルの存在がある。
　実際、人間が発した声と、そ
れをまねた合成音声を聞き比べ
ても、もはや違いはわからない。
同じ人間が二度、同じ言葉を繰
り返しているように聞こえる。山
岸教授は「もう2018年ぐらいの
時点で、音声合成技術が基本的
に完成していたということです」
と振り返る。
　自然な話し方や、元の声とそっ
くりな声を出せるという点では、
人工音声の性能は行き着くとこ
ろまで行ってしまったとはいえ、
研究がこれで終わったわけでは
ない。山岸教授は「今度は、た
だ品質を上げるだけでなく、もっ
と違う観点で考えていけばいい
のではないか」と発想を切り替
え、音声の明瞭度を上げること
を目指した。
　その結果、生まれたのが、雑
音に強いクリアな音声で、今年５
月には、東海道新幹線の構内放

　音声合成を巡る状況も、ディー
プラーニングの登場で 2013年
以降、激変している。音声をデー
タとして扱う「ボコーダ」技術に
おいては、音声を符号化したり、
符号化したデータから音声を復
元したりといった作業が行われ
る。この信号処理をニューラル
ネットワークに置き換えたところ
（ニューラル・ボコーダ）、音声の
品質が劇的に向上したのだ。
　さらに、もう一つの革新は、話
し手の特徴を数学的に表現する
「話者ベクトル」と呼ばれる技術
だという。本人らしさの特徴を抽
出し要約するのに優れており、一
人ひとりの声の特徴をAIがうま
く捉えられるようになった。山岸
教授は「もともと本人認証のた
めの技術だったのですが、『この
話者ベクトルで音声を合成して』
と指示すれば、その人の声のも
のまねができるようになりまし
た」と説明する。
　話者ベクトルは、少ない学習
データで済む点でも有利だとい
う。声を少し録音し、音声サン

送に採用された。この音声合成
システムは、テキストで放送内
容を作成できるので、アナウン
サーがスタジオでナレーションを
いちいち録音するといった手間
は要らない。「明瞭性強調」の効
果により、電車の振動音、風雨
の音、雑踏の騒音などが混じり
合うホーム上でも、乗降客が放
送内容を聞き取りやすいという。

「AI噺家」と話者ベクトル

　一風、変わったところでは、落
語の音声合成、すなわち「AI噺家」
の開発も目を引く。これも、ただ
自然な音声を発するだけではなく、
微妙な感情や楽しさをのせられる
ような音声を開発するという狙い
がある。音声合成であっても、落
語自体はある程度は自然な感じで
聞こえるが、若干、ストーリーが
つかみにくい。なぜなら、落語に
は、女性や「熊さん」「八つぁん」
など様々なキャラクターが登場す
るが、合成音声はこの役の使い分
けが不得手なためだ。現状では
「真打ち」はもちろん、「前座」に

雑踏の中でも聞きやすい
音声合成を社会実装

合成音声技術の進歩で、人の声と変わらない自然な声が合成音声で
生み出されるようになったばかりか、さらに「騒音に強い音声」など
付加価値を持つ音声も登場しているという。深層学習を使った音声認識・
音声合成の専⾨家である山岸教授に最新動向を解説してもらった。

国立情報学研究所
コンテンツ科学研究系 教授
シンセティックメディア国際研究センター
副センター長　

YAMAGISHI, Junichi
山岸 順一

取材・文　

山田 哲朗氏
読売新聞 論説委員
YAMADA,Tetsuro
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比べてもAIの技量は劣っている。
　興味深いのは、真打ちの名人
芸では、単純に声色を変えて役
を使い分けているのではないらし
い。「まだ分析してもわからない
のですが、韻律または話速の細
かい調整で、役の違いを表現し
ているのではないか」というのが
山岸教授の推測だ。今後、話者
ベクトルの技術をもってしても迫
り切れない名人の奥義を科学的
に解明してほしい気もする。
　音楽もMIDI規格を使って、さ
かんに作成されているが、音声と
音楽に共通する部分も多く、研
究の応用が利くという。文字の代
わりに、MIDIの情報を入力して
ピアノの音を合成すると、これも
自然にピアノの音楽が流れていく
が、途中では少しつっかえたり、
音程を外したりする場面が散見
される。機械が合成しているとい
うよりは、少し下手な人がピアノ
を弾いているという感じだ。
　音声合成の品質が上がり、一
般人でも安い料金で声の合成が
できるようになると、悪用も懸念
される。SNSに音声をアップロー
ドする習慣があるアメリカやイン
ドなどではすでにこれが問題化し
つつあるという。2019年には、
英国企業の最高経営責任者
（CEO）が、親会社のCEOから
銀行振り込みを指示する電話を
受けて送金したものの、親会社
のCEOの声はフェイク音声で、
巧妙な詐欺だったことがわかっ
た。
 「Hey Siri」などの呼びかけでス
マホが起動するように設定してあ
ると、偽の声で他人のスマホの
認証を突破し、操作することも可
能になってしまう。

切り拓く新たな境地

　山岸教授は、こうした攻撃に対
する防御技術も開発しているが、
開発した検知技術をテストし、性
能を比べるにあたっては、共通の
ベンチマーク（尺度）が求められ
る。そのために作ったのが、検知
用の大規模データベースだ。
NTTやグーグルなどに協力して
もらい、合成音声と自然音声がペ
アになった巨大なデータベース
「ASVspoof」として公開した。利
用者は、どれが自然音声でどれ
が合成音声か判別できるかを試
し、客観的な性能評価に使える。
　山岸教授は「作るのは非常に
大変だったが、この研究分野の
人にはものすごく歓迎されまし
た」と話す。こうした研究分野
そのものを強化する知的インフ
ラの整備に貢献した意義は大き
いと言えよう。
　山岸教授の研究の射程は長く、
最近、始めたのがファクトチェッ

クだ。人手で行うと大きな労力
がかかるニュースや主張の事実
確認を、信頼できるデータベー
スの情報を基に、AIに自動検証
させようという発想だ。ファクト
（事実）といっても、多くの主張
で事実と意見は切り分けが難し
く、また、参照するデータベース
も100%事実だという保証はな
いだろう。課題は多いものの、
例えば Twitter（現X）の投稿を
24時間、自動監視してフェイク
ニュースや悪質なプロパガンダ
に注意喚起できるようになれば、
大きなインパクトを持つのではな
いか。「長年、ディープフェイク
の研究をしているうち、最後は
やっぱり中身の真偽の判定につ
いても考えなきゃいけないかな」
と考え始めたという。研究に導
かれ、音声研究からだいぶ離れ
た所までたどり着いた様子だが、
今後も迷わず新たな境地を切り
拓いていってくれることを期待し
たい。

photo 小山 幸佑

【ファクトチェックシステム概念図】
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2023 年 6月に個人情報保護
委員会が「生成 AIサービスの
利用に関する注意喚起等」を出
し、またChatGPTを運営する
米OpenAIにも個人情報保護法
遵守の注意喚起を行いました。
日本政府は主要7カ国首脳会議
（G7サミット）で合意した「広島
AIプロセス」を主導する立場に
あり、政府内に「AI 戦略会議」
がつくられ、本格的に議論を始
めたところです。生成AIのイノ
ベーションを促進しつつ、さまざ
まなリスクに対応するルールのあ
り方に知恵を絞っている、そんな
段階です。
　ただし、著作権法に関しては
先行していて、2018 年改正で
30条の 4ができ、生成AIを含

――生成AIが急に存在感を増
して、対応する法制度が追いつ
いていない印象があります。今、
どのような状況にあるのでしょ
うか。　
　生成AIを巡る法制度が議論
されるようになったのは、2022
年 11月に公開された対話型AI
「ChatGPT」がきっかけでした。
世界で最初の包括的なAI規制
として注目を集めている欧州連
合（EU）のAI規則案も、当初
の案は生成AIの存在を念頭に
置いておらず、2023年に入っ
て新たに生成AIに特化した条
文が示されました。この1年足
らずで、世界を巻き込み急速に
議論が進んでいます。
――国内ではどうですか。

む機械学習全体について、著作
権者の許諾がなくても著作物を
広範に利用できることになってい
ます。

明確でない
生成AIの法的位置づけ

――当時、なぜ改正が必要とさ
れたのでしょうか。
　立法の議論が本格化してきた
のは2015年頃で、深層学習に
基づくAI開発一般の促進に焦
点が当てられていました。生成
AIが念頭に置かれていたわけで
はありませんが、AI生成物の著
作権侵害のリスクは認識されて
いたようです。ただもちろん、
ChatGPTや画像生成AI「Stable 
Diffusion（ステイブルディフュー
ジョン）」をはじめとする生成AI
のように、人間の創作者を本格
的に置き換えていくという可能
性までは、社会的にあまり現実
味を持って議論されていなかっ

生成AI時代の
著作権と
個人情報

Interview

既存のデータを学び、新たなコンテンツを生み出す生成AI。
大規模言語モデル（LLM）をはじめ、ディープランニングモデルが
「学習」するためのデータの権利や個人情報は守られるのかが問われている。
情報法・政策が専門分野である一橋大学大学院の生貝 直人教授が、
急速に進む議論を解説する。

イノベーションを可能にする
柔軟な法規制を

一橋大学大学院法学研究科 
ビジネスロー専攻 教授

IKEGAI, Naoto
生貝 直人 氏

朝日新聞 論説委員

井田 香奈子 氏
聞き手

IDA, Kanako
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まだ明確ではありません。
　また、30 条の 4が権利制限
の対象とするのはあくまで学習
の段階で、生成物が著作権侵害
となるか否かは別の論点です。
著作権侵害の判断では、既存著
作物との「類似性」と「依拠性」
が問題となります。特に依拠性
は、人間の創作であれば元の著
作物を見たかで判断できますが、
生成AIの場合は、学習データ
に含まれる著作物に「依拠」し
たと言えるのかなど、議論が分
かれているところです。
　最近の生成AIではさまざま
なことが高いレベルでできるよ
うになった。たとえば、特定の
作家の作品を大量に学習させて
「○○風」作品の生成もできる。
こうした場合にどのような条件
で著作権侵害が認められるのか。
国内ではまだ訴訟となった紛争
例はありませんが、そのルール
を巡る議論が盛り上がってきて
いると思います。
――規定の解釈はどう定まって
いくのでしょう。
ただ裁判を待っていては、法

的な予見可能性が低い状態が続
いてしまいます。政府、関係者に
よるガイドラインづくりが考えら
れます。デジタル教育のために著
作物を使えるようにした著作権
法35条改正（2018年）の際は、
教育関係団体と権利者団体が議
論を重ねてガイドラインをつくり、
公表しました。ただし、権利者と
学校側の2者が納得すればガイ
ドラインとしてかなり機能する問
題と違い、AIの場合、どの団体
が話し合えばよいのか、まだ見
えない部分があります。
　生成AIを開発・提供する側、

たのではないかと思います。
――新設された規定によれば、
ただ学習されるだけなら著作権
保護の対象外ということですか。
著作物に表現された思想や感

情を享受する目的ではなく、情
報解析などの目的で使っている
限りは、原則として、著作権者
の許諾なしに利用ができるとい
うことです。
―― 例外もあり、少しわかりに
くいですね。
　特に議論になるのは、「著作
権者の利益を不当に害すること
となる場合」には著作権の制限
の対象とはならないという部分
でしょう。文化庁が 2019 年に
示した考え方では、著作物の市
場に影響を与える、あるいは将
来与えうるような利用がそれに
当たるとされています。情報解
析用に販売されているデータ
セットが典型例として挙げられ
ますが、生成AIの位置づけは

そこで学習されるさまざまなコ
ンテンツを生み出す側の関係性
は、収益配分のあり方を含め、
世界で議論が進められていると
ころです。立法での解決を求め
る声も出つつありますが、当面
は当事者によるソフトローでの
明確化、問題解決のあり方が重
要になると思います。
――生成AIの開発・学習段階
で著作権を制限されることに、
権利者には疑問の声もありそう
です。
例えば報道機関のサイトであ
れば、情報を見るためには検索
結果などからリンクをクリック
し、それが広告収入や購読にも
つながるとの前提がありました。
ところが ChatGPT のような
アーキテクチャの場合、クリッ
クの必要もなく情報が出てくる。
既存メディアのビジネスモデル
の微妙なバランスが揺らいでい
るのは事実でしょう。その結果、
質の高い情報を提供する人がい
なくなってしまうことは避けな
ければならない。広く民主主義
の基盤の問題として考えるべき
テーマだと思います。

生成物の責任は
誰が取るのか　

――生成AIが学習を経て生成す
るものに何か問題がある場合、
誰の責任が問われるのですか。
　AI 基盤モデル提供者、それ
を具体的なサービスに落とし込
んで提供するプレーヤー、一般
利用者まで、さまざまな層があ
ります。著作権侵害に限らず
ネット上の違法・有害情報対策
は、情報自体を発信する人に加
え、それを流通させるデジタル

生貝 直人
2012年東京⼤学⼤学院学際情報学府博⼠
課程修了。博⼠（社会情報学）。情報・シス
テム研究機構新領域融合研究センター特任
研究員等を経て、2021年⼀橋⼤学⼤学院
法学研究科ビジネスロー専攻着任。現職。
専⾨分野は情報法・政策。
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づけた上で、その技術的特性に
合わせた規律を導入しようとし
ています。
――大量のデータを扱う生成AI
で個人情報が適切に保護される
のか、懸念も出ています。
　企業、大学などが業務で利用
する場合は、個人情報保護法の
遵守が必要になります。例えば、
プロンプトに入力する個人データ
が生成AI 側で機械学習に利用
できる場合、個人データの第三
者提供となり、本人の同意が必
要になる可能性があります。一
般的なクラウドサービスを業務で
利用する場合のように、生成AI
の利用規約などをよく確認する
必要があります。また、個人情
報の目的外利用となる可能性に
も留意が必要です。
　一般の利用者は、入力する個
人情報が機械学習に利用された
ときに生じうるリスクを認識した
上で、利用するかどうかを判断す
る、利用する場合もプライバシー
性の高い情報は入力しない、な
どが考えられます。自分や他人
に関するセンシティブな入力情報
が生成AIの出力に反映される可
能性がある。そうした認識をリテ
ラシーとして持っていこうという
ことです。

研究者の倫理が必要に

――生成AIが差別や偏見を助
長する情報、間違った情報、偽の
情報を出すこともありえます。
　そうした情報に法がどの程度
介入するかは、表現の自由との
兼ね合いもあり難しい問題です。
　社会的影響力の高いサービス
の提供者として、間違った情報
や偽情報の普及により社会に混

プラットフォームが果たすべき
役割が非常に大きい。同様に、
生成AIでも、問題あるコンテ
ンツを生成しないよう、フィル
タリングをかけたり、学習自体
を調整したりと、それぞれの層
の役割・立場ですべきことがあ
る。ただし、直接サービスを提
供する側だけでは技術的に対策
が困難な場合もあり、基盤モデ
ル提供者の役割が重視されるべ
きだと考えています。
　EUの AI 規則案も、基盤モ
デル提供者の責務を明確に位置

乱を起こさない責務は重視され
るべきだと思います。ただ、「こ
ういう技術を使って」「こんな
キーワードを出さない」などと
具体的に法が求めるのは難しく、
望ましくもない。不適切な生成
物への対処を継続的に行う、利
用規約違反の行為にきちんと対
応する、できる限り偏見を生ま
ない形でモデルのトレーニング
をするといった手立てを事業者
が自主的に進めるインセンティ
ブをつくる。一方、社会はそう
した取り組みが十分かどうかを
モニタリング、検証する。そう
した仕組みが望ましいのではな
いでしょうか。
　EUの AI 規則案も、基盤モ
デル提供者に「健康、安全、基
本権、環境、民主主義及び法の
支配への合理的に予見可能なリ
スクの特定と緩和」を求めよう
としています。事業者が社会的
責任を果たしながら、イノベー
ションを可能にする柔軟な法規
制が求められています。
――技術の公正さ、公平さはど
う担保されていくのでしょうか。
　世界でも数少ないプレーヤー
たちが圧倒的な基盤技術やサー
ビスを提供しつつあり、それは
新しい権力の源泉にもなりえま
す。社会全体に影響を与える
サービスのあり方が、一部のプ
レーヤーに不透明かつ恣意的に
決められることにならない規律
は必要です。
　巨大なデータセットにアクセ
スできる企業は限られているこ
とから、競争政策的な介入が求
められる場面もありえます。　
――国連安保理のAIを巡る会
合の議論では、生成AIを国家

【著作権法】

　（著作物に表現された思想又は感
情の享受を目的としない利用）
第30条の 4 　著作物は、次に掲
げる場合その他の当該著作物に表
現された思想又は感情を自ら享受
し又は他人に享受させることを目的
としない場合には、その必要と認
められる限度において、いずれの
方法によるかを問わず、利用する
ことができる。ただし、当該著作
物の種類及び用途並びに当該利用
の態様に照らし著作権者の利益を
不当に害することとなる場合は、こ
の限りでない。 
一：著作物の録音、録画その他の
利用に係る技術の開発又は実用化
のための試験の用に供する場合 
二：情報解析（多数の著作物その
他の大量の情報から、当該情報を
構成する言語、音、影像その他の
要素に係る情報を抽出し、比較、
分類その他の解析を行うことをい
う。第 47条の 5第 1項第 2号に
おいて同じ。）の用に供する場合 
三：前 2号に掲げる場合のほか、
著作物の表現についての人の知覚
による認識を伴うことなく当該著
作物を電子計算機による情報処理
の過程における利用その他の利用
（プログラムの著作物にあつては、
当該著作物の電子計算機における
実行を除く。）に供する場合
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チが正しいか、誰もわからない
状態で詳細なルールを条約で固
めてしまうより、しばらく各国
が試行錯誤するなかで、あるべ
き国際的なルールを見出す必要
があるのではないでしょうか。
――AIにも、国際原子力機関
（IAEA）のような国際的な監視
機関を置くべきだという意見も
ありますね。　
　原子力ほど強固な枠組にはな
らないにしても、軍事や偽情報
戦争での利用に歯止めをかける、
そのために各国の状況を監視、
把握し、必要なアクションを国
際社会としてとれる枠組みは、
具体化する価値があるでしょう。
――いま生成AIの開発に携わっ
ている研究者は、どのような点
に留意すべきでしょうか。
　一つは、生成 AIの学習段階
で利用する場面も含め、学術研
究における個人情報保護のルー
ルも変化しており、国立情報学
研究所（NII）の「オープンサイ
エンスのためのデータ管理基盤
ハンドブック」※1などのガイド
も参照しながら対応をして頂けれ

が検閲や圧政に利用するのでは
ないか、といった意見も出ました。
　G7などでは、民主的な価値
に適合した形で生成AIの活用
を進めていくコンセンサスがあ
ります。一方、途上国、あるい
は権威主義国家が新たなテクノ
ロジーをどのように使っていく
かという問題は、国際的に議論
をしていく必要がありますね。
　46カ国が加盟する国際機関
である欧州評議会はここ数年来、
AI 条約の起草に向けた作業を
しています。拘束力のある国際
条約として初めての動きです。
「日本広島AIプロセス」も含め、
国際的な規範の枠組みに、西側
の先進国以外をどう巻き込んで
いけるかが問われてくるのだと
思います。
　一方で、いまだ個人情報保護
に関する世界条約が存在しない
ように、たとえば米国と欧州の
間でも基本的な価値観が異なる
ことが少なからずある問題で、
幅広い合意形成には当然、時間
がかかります。急速に技術が進
展しているなか、どのアプロー

ばと思います。もう一つは、生成
AIのルールが今後、整備されて
いく過程で、作り手の側がしかる
べき倫理のあり方を考え、発信
することです。生成AIが広く社
会に受け入れられ、活用されてい
く上で、研究者自身が、法にとど
まらない倫理のあり方を議論して
いくことが重要なのだと思います。

　生成AIは社会にどんな功罪をも
たらすのか。それがわからないなか
での法整備や国際協調の道は険し
そうだが、先行するEUの動きなど、
ヒントも多いとわかった。人間にな
ら期待できる規範意識や倫理を生
来的には持たないAIの怖さも感じ
る。使い方を間違えれば、人間社
会が築いてきた人権の尊重、公平
といった価値を失うことにもなりか
ねず、技術を開発・提供する側の
情報開示、利用者も含むオープンな
議論がますます必要になるだろう。

聞 き 手 か ら の
ひ と こ と

東京大学(東大）文学部社会心理学科
卒業後、朝日新聞社へ。在勤中の 
2012年東大大学院情報学環修士課程
（社会情報学）修了。朝日新聞社では
社会部、ブリュッセル支局長などを経
て、現在は司法関連の社説を担当して
いる。著作に「裁判員制度の評議と
報道」（『マス・コミュニケーション研究』
82号）など。

井田 香奈子
朝日新聞 論説委員

あ
る
べ
き
国
際
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を

見
出
す
こ
と
が
必
要
で
す

※1 オープンサイエンスのための
データ管理基盤ハンドブック
https://www.nii.ac.jp/service/
handbook/

photo 小山 幸佑

※本誌は、著作権法（令和五年法律第
五十三号による改正）参照。



22 NII Today No.100  [特集]生成AIに挑む

ニ ュ ー ス・

トピ ック ス 一 覧

2023/5/1（月）〜
2023/7/31（月）

期間

www.nii.ac.jp/news/2023

各ニュースの詳細は
オンラインでご覧になれます。

https://www.facebook.com/
jouhouken/

Facebook

https://twitter.com/
jouhouken

X（Twitter）

https://twitter.com/
NII_Bit

（音が出ます）

X（Twitter）
情報犬ビットくん

https://www.youtube.com/
user/jyouhougaku

YouTube

5/15

5/2

量子技術の教材データベースをNIIが中心となってオープン
提供 ～九大、慶大、名大、東大との協働で量子技術の人材
育成を推進～

NIIによるフェイク顔映像の真贋自動判定プログラム
「SYNTHETIQ VISION」のライセンス事業者を募集
～NIIの最新AI研究成果を社会に広めるパートナー企業を求む～

NIIオープンハウス6月2日（金）基調講演は生成系AI 3連発
～最新のフェイクメディア検出技術ほか最新研究も幅広く
紹介～

6月3日 （土）NIIでプログラミング的思考を学ぶ ～コンピュータサ
イエンスパークを東京都千代田区のリアル会場で開催～

NIIウィークス2023でNIIの活動を幅広く紹介！～学術情報基
盤オープンフォーラム、NIIオープンハウス、ジャパン・
オープンサイエンス・サミットを連続開催～

5/24

5/23

ニ ュ ー ス リ リ ー ス news release 2023

6/12

受 　 賞 Award 2023

越前 功 教授（情報社会相関研究系）、山岸 順一教授（コンテンツ科学研究
系）、NGUYEN Hong Huy 特任助教（情報社会相関研究系）らの論文が
2022年度 電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ論文賞を受賞

神門 典子 教授（情報社会相関研究系）らの論文が国際会議 ICTIR 2023
のBest paper awardsを受賞

郡 茉友子さん（NIIリサーチ・アシスタント／総研大情報学コース、蓮尾研究
室）、蓮尾 一郎教授（アーキテクチャ科学研究系）らの論文が国際会議
CAV 2023のCAV Distinguished Paper Awardを受賞

井上 克巳 教授（情報学プリンシプル研究系）らの論文が国際会議 ICLP 
2023でThe 10 year test-of-time awardを受賞

加藤 幹治 特任研究員（データサイエンス共同利用基盤施設 人文学オー
プンデータ共同利用センター）が2023年度仲宗根政善記念研究奨励賞
を受賞

NGUYEN Hong Huy 特任助教（情報社会相関研究系）、山岸 順一 教授
（コンテンツ科学研究系）、越前 功 教授（情報社会相関研究系）らの論文
が2022年度電子情報通信学会論文賞を受賞

Paolo ARCAINI 特任准教授（アーキテクチャ科学研究系）、Ahmet 
CETINKAYA 元特任准教授が国際会議SBFT 2023のCyber-Physical 
Systems (CPS) Tool Competitionで1位を獲得

越前 功 教授（情報社会相関研究系）らの解説記事が映像情報メディア
学会誌の2022年ベストアーティクル賞を受賞
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学術情報基盤
オープンフォーラム2023
開催日：2023年5月29 日(月)～31日（水）
ハイブリッド開催

今年度に開催されたNII主催イベントです。⼀部の講演映像は、NIIウェブサイトよりご覧になれます。

　このイベントは、ネットワーク基盤「SINET6」と研究
データ基盤「NII RDC」を中核とする『学術研究プラット
フォーム』をより深くご理解・ご活用いただくとともに、さ
らに発展させていくことを主眼に⼤学等の皆様と意見交
換を図る場として毎年開催しています。本年は初めてのハ
イブリッド開催とし、講演ごとに現地会場（⼀橋⼤学 ⼀橋
講堂）またはオンライン会場を設け、延べ4,800名以上の
方にご参加いただきました。

23NII Today No.100

N I I イ ベ ン ト 開 催 レ ポ ー ト EVENT REPORT

https://www.nii.ac.jp/openforum/2023/

→写真上段：ポスターセッションで研究成果を解説する研究者。中段：コン
ピュータサイエンスパークのロボット島（左）と算数島（右）。3段目：ポスター
セッションでの犬型ロボットのデモと会場の様子。

NIIオープンハウス2023
イベント開催報告❷

開催日：2023年6月2日（金）、3日（土）
リアル開催（一部オンライン配信）
https://www.nii.ac.jp/openhouse

　NIIオープンハウスは、研究成果発表・⼀般公開を目的と
して年に1回開催しています。今年度は、4年ぶりに千代田区
⼀ツ橋の実会場を中心に開催。台風接近による悪天候にも
かかわらず、リアル会場には多くの方にお越しいただきオン
ラインを含め1,200名以上が参加されました。研究者から直
接研究成果を聞くデモ・ポスターセッションほか、ChatGPT
をテーマにした基調講演や産官学連携セミナー、算数やプ
ログラミングを遊び感覚で楽しむコンピュータサイエンス
パークなど、⼤いに盛り上がりました。

イベント開催報告❶

大学・研究機関における研究・教育活動の基盤となる「学術研究プラットフォーム」と
して提供しているNIIの各サービスについて、最新の情報を皆様にご案内いたします。
ご希望の機関様にはオンラインにて個別相談も承っておりますのでご活用ください。

説明会開催日程

個別相談week

■10月17日（火） 大阪会場
■11月02日（木） 福岡会場
■11月21日（火） 東京会場＆オンライン配信
10月18日（水）～11月20日（月） オンライン
　　　　　　　※土日祝、説明会現地開催日を除く

詳細はウェブサイトをご覧ください。
NIIサービス説明会2023



情報から知を紡ぎだす。 国立情報学研究所ニュース：NII Today 第100号　令和5（2023）年9月
発行：⼤学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所
〒101-8430 東京都千代田区⼀ツ橋2丁目1番2号 学術総合センター

本誌についてのお問い合わせ：総務部企画課　広報チーム
EMAIL：kouhou@nii.ac.jp

発行人：黒橋 禎夫
編集委員長：越前 功 
編集委員：池畑 諭、金子 めぐみ、込山 悠介、竹房 あつ子、水野 貴之（五十音順）
外部編集員：テックベンチャー総研、梶原 麻衣子
デザイン：FROG KING STUDIO　　　
表紙イラスト：市村 譲

本
誌
に
掲
載
の
記
事
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
無
断
転
載
・
複
製
を
禁
じ
ま
す
。©2023 N

ational Institute of Inform
atics

N
II Today N

o.100
 ＜

2023/9＞

M I Z U N O ,  T a k a y u k i

水野 貴之 
国立情報学研究所  情報社会相関研究系  准教授

E s s a y

金融市場での
悪いフェイクと良いフェイク

だが、最近はお金で買える）を得たフェ
イクニュース組織も含まれていた。拡散
はSNSに留まらず、インドのテレビ局で
も報じられた。これらの情報拡散により、
一部の投資家は恐怖を感じたようで、ア
メリカの株価は、情報拡散直後から数分
間で急落した。
　投資家は多くの場合、情報の真偽を
確認する前に行動をとる。そして、その
情報が事後にフェイクであることが判明
した場合、市場は速やかに調整する。だ
が、真偽の証明が難しいインサイダー情
報がフェイクとともに提示されたとすると、
市場で混乱が生じるリスクがある。これ
に対応するためには、情報の真偽を検証
するだけでなく、それがどのように拡散さ
れ、どのように解釈され、そしてどのよう
な行動へとつながるのかについての理解
が求められる。
　次に、「良いフェイク」の事例について
紹介しよう。金融モデルは度々、その予
測の不正確さについて批判される。しか
し、人工的に生成されるデータ、すなわち
「フェイク」が、この問題の解決策となる
可能性がある。株価の動きは、「2年一昔」
と言われるほど変化が激しい。そのため、
モデルのロバスト性を高めようと長期間
の株価データを使うと、過去の情報に適
応したモデルになってしまう。逆に、最近

の情報に適応したモデルを作るために最
近のデータだけを使うと、データ不足で
ロバスト性が下がってしまう。
　そこで、GANを使った疑似的な
株価時系列の生成が ICAIF（ACM 
International Conference on AI in 
Finance）界隈で流行している。フェイク
でデータを増やすという手法だ。これは、
高額な金融データをフェイクに置き換える
ことによって、モデル開発のハードルを下
げるという意味合いもある。
　株価時系列は、通常の時系列モデル
で再現しにくい長期記憶やロングテール
という困難な性質を持っており、これま
で満足のいくフェイクを作るのが困難で
あった。しかし、生成AI技術の発展によ
り、メカニズムはわからないもののなんと
かなるかもしれない。ただ現状は、世に
存在しないレベルの大量の学習用の株価
時系列を必要としており、代替えするに
は、まだ道半ばである。
　良くも悪くもフェイクは金融市場を変え
る契機となるだろう。金融取引のルール
は19世紀以前からあまり変わっておらず、
今回の悪いフェイクの事例だけではなく、
実は、いろいろとほころびが出てきている。
投機の要素もありながらも悪いフェイク
の情報操作にも強い、革新的な金融シス
テムの誕生が望まれている。

融市場は、ファンダメンタルの変
動を除けば、基本的にゼロサム

ゲームと見なされる。この競争的な環境
では、投資家は常に情報の先手を求め、
他者を出し抜く戦略を模索する。衛星画
像を通じての石油備蓄量の推定や、現地
語で書かれた諸外国のローカル新聞の
読み込み、さらには工場前での出荷の監
視など、一分一秒を争って新鮮な情報を
追い求める。では、ソーシャルメディアで
特ダネを発見したら、どうするだろうか？ 
まずは真偽の確認か、それとも情報の拡
散状況の確認か？マスメディアであれば
真偽の確認だろうが、投資家にとって真
偽はあまり関係がない。何より大事なの
は、どれだけの他の投資家がその情報を
見て、そして証券を売るか買うかを、先
行して察知することである。
　2023 年 5月22日の朝、アメリカ国
防総省の近くで爆発が起きたと称する画
像が Twitter に投稿された。この画像
は人工知能が生成したものであり、フェ
イクであった。ロシアの公式プロパガン
ダ機関であるRTが 300 万人のフォロ
ワーに、そしていくつかのビジネスニュー
スのまとめアカウントが数百万人のフォ
ロワーに、この情報を拡散した。これら
のまとめアカウントの中には、Twitter 
Blue（従来の検証済みのチェックマーク

金




